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上野沼（上野原地新田地区）
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議案審議

平成27年度
　　補正予算等を審議

Sa
kur
agawa City Council

42No.

第４回定例会号

平成28年２月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議会広報特別委員会
委員長 萩原　剛志　　副委員長 榎戸　和也

委　 員 市村　　香　　委　 員 菊池　伸浩

委　 員 大山　和則　　委　 員 谷田部由則

発行責任者　議　 長 潮田　新正

　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　昨年の秋、桜川市は合併後、
市制施行10周年を迎えました。
　市議会としても、10周年を節
目として新しい桜川市を目指し
日々課題に取り組んでまいりま
す。
　桜川市立病院（仮称）の建設に
は、地権者の多大なるご協力で
大和駅北地区 に決定し、12月の
定例議会で用地取得の議案が賛
成多数で可決されました。
　また、まち・ひと・しごと地

域創生では、内閣府から博報堂
の深谷信介氏が派遣され、総合
戦略室の職員とともに新しい風
を吹かせていますので、大いに
期待できると思います。
　桜川市の未来のために、市議
会も皆様とともに歩むべく、議
会改革の研修も計画しています。
　初心を新たに、
市民の皆様のご健
勝、ご多幸をお祈
りし、今年もよろ
しくお願いいたし
ます。

11 月

  27 日 議会運営委員会

　　　　 議会全員協議会

　　　　 第 3回臨時会

　　　　 建設経済常任委員会

 12 月

   3 日 議会運営委員会

　　　　 議会全員協議会

 8 日～ 11 日　第４回定例会

 ８日 議会広報特別委員会

   9 日 文教厚生常任委員会　　　 

 22 日 議会全員協議会  

　1 月

 14 日 議会広報特別委員会

 21 日 議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

次の定例会は

３月１日（火）
開会予定です。
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桜川市立桃山中学校

田崎 洋佑さん

真壁町伊佐々


